
7/18-7/24 聖書日課と分かち合い                          小沢 敬一 

 

7 月 18 日（月）詩篇 85:9 “愚かなふるまいにもどらないように” 

85:9 わたしは神が宣言なさるのを聞きます。主は平和を宣言されます 御自分の民に、主の慈しみに生きる人々に 彼

らが愚かなふるまいに戻らないように。 

 

7 月 19 日（火）ヨハネ 14：6 “わたしは道であり、真理であり、命である” 

14:6 イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことがで

きない。 

 

7 月 20 日（水）ローマ 6:3 “キリスト・イエスに結ばれ” 

6:3 それともあなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスに結ばれるために洗礼を受けたわたしたちが皆、またその死に

あずかるために洗礼（バプテスマ）を受けたことを。 

 

7 月 21 日（木）ローマ 12：1～2 “真の礼拝により新たにされ” 

12:1 こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによってあなたがたに勧めます。自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけ

にえとして献げなさい。これこそ、あなたがたのなすべき礼拝です。 

12:2 あなたがたはこの世に倣ってはなりません。むしろ、心を新たにして自分を変えていただき、何が神の御心であるか、

何が善いことで、神に喜ばれ、また完全なことであるかをわきまえるようになりなさい。 

 

 

主は平和を宣言されます。そして、主は私たちを愛してくださいます。反抗期の子供を持つ父親のよ

うに、いつも私たちを、心配して見守って下さっています。 

神はすべてのものをお造りになり、すべてのものを愛してくださいます。すべての中に神さまはおら

れます。イエスさまは神さまの中におられ、神さまもイエスさまの中におられます。すべてのものは

イエスさまを通って父、神さまのもとへ行かれます。イエスさまは道であり、真理であり、永遠の命

です。イエスさまはそれほどに大きいお方です。 

バプテスマをうけたあなたがたは、罪に対して死んでいます。罪はあなたがたを支配することはない

のです。キリスト・イエスに結ばれて、今神に対して生きているのです。 

自分の体を、神に喜ばれる聖なるいけにえとしてささげなさい。私たちは与えられた恵みによって、

それぞれ異なった賜物を持っています。預言の賜物を受けていれば、預言し、奉仕の賜物を受けてい

れば、奉仕をし、教える人は教え、施しをする人は惜しまず施しを。 

あなたの賜物をささげて、神に喜ばれることは、私たちも幸せを感じることです。 



7 月 22 日（金）マタイ 9：36 “イエスのまなざし” 

9:36 また、群衆が飼い主のいない羊のように弱り果て、打ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた。 

 

7 月 23 日（土）申命記 15：7～8 “心かたくなにしてはならない” 

15:7 あなたの神、主が与えられる土地で、どこかの町に貧しい同胞が一人でもいるならば、その貧しい同胞に対して心

をかたくなにせず、手を閉ざすことなく、 

15:8 彼に手を大きく開いて、必要とするものを十分に貸し与えなさい。 

 

7 月 24 日（日）エフェソ 4：17～24 “心の底から新たにされて” 

4:17 そこで、わたしは主によって強く勧めます。もはや、異邦人と同じように歩んではなりません。彼らは愚かな考えに従

って歩み、 

4:18 知性は暗くなり、彼らの中にある無知とその心のかたくなさのために、神の命から遠く離れています。 

4:19 そして、無感覚になって放縦な生活をし、あらゆるふしだらな行いにふけってとどまるところを知りません。 

4:20 しかし、あなたがたは、キリストをこのように学んだのではありません。 

4:21 キリストについて聞き、キリストに結ばれて教えられ、真理がイエスの内にあるとおりに学んだはずです。 

4:22 だから、以前のような生き方をして情欲に迷わされ、滅びに向かっている古い人を脱ぎ捨て、 

4:23 心の底から新たにされて、 

4:24 神にかたどって造られた新しい人を身に着け、真理に基づいた正しく清い生活を送るようにしなければなりません。 

 

「収穫は多いが、働き手は少ない」イエスさまは 12人の弟子を呼び寄せ、派遣することにした。 

そして、権限をお授けになった。汚れた霊を追い出し、あらゆる病気や患いを癒すためである。 

イエスさまはすべての人々の苦しみが癒され、幸せになることを願っています。 

手を大きく開きなさい。必要とするものを与えなさい。あなたの神、主はあなたの働き、すべてを 

喜び、祝福をして下さいます。 

日々の生活の中には、生活安定の為、理不尽と思いながら、上司に逆らえないこともあるかもしれま

せん。また、自分自身も気付かぬうちに、人をさげすみの目で見ている場合もあるかもしれません。 

いつも、イエスさまを心にとめましょう。あなたを思い、いつも共にいて下さいます。 

後悔の日もあるかもしれません。それでも、イエスさまに喜ばれる生活を心がけましよう。 


